
くらしセーフティネットくろしお（地域生活支援拠点等事業）【概要】

地域生活支援拠点等の整備

障害児者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据え、居住支援のための機能を整備し、地域全体で障害児者の生活
を支えるサービス提供体制を構築すること

焼津市の場合

焼津市の５つの機能

１ 相談 予防登録・対応 令和３年に基幹相談支援センター整備
２ 緊急時の受入れ・対応 市内短期入所事業所と緊急時の受け入れ協定締結
３ 体験の機会・場 市内法人による体験ハウス設置、体験利用の促進
４ 専門的人材の確保 基幹相談支援センターにおいて研修会実施予定
５ 地域の体制づくり 地域自立支援協議会にて地域の課題整理及び資源の活用

重点的な整備

①予防登録・対応 ②緊急の定義・対応

③体験の機会・場の確保 ④支援機関の連携

拠点イメージ
行政

（基幹相談支援センター）

障害福祉サービス事業者
（全事業所）

委託・特定相談支援事業者
（全８事業所）

面的整備

焼津市の整備形態

面的整備
基幹相談支援センターを事務局とし
て、市内全ての相談支援事業者・障
害福祉サービス事業者を「地域生活
支援拠点の一角」と位置付けた面的
整備

各種対応及びマニュアル作成

協議



１－１ 相談機能（予防登録）

予防登録

項目 内容 備考

事業内容 障害者、またはその家族の高齢化による未来の不安や、何らかの理由
による突然の介護者不在発生等の不安がある方を、登録制により把握
し、事前にリスクマネジメントをするもの。

対象者 焼津市内に住所を有する障害者

対応内容 【登録者に対して】
・担当者会議による関係機関の情報共有・支援方法検討・役割分担
・必要な障害福祉サービス等の利用体験
・成年後見制度利用支援
・民生委員や地域住民等への協力依頼
・金銭管理体制確保のための支援

令和３年度は、相談対象者を限定し試行的に行う。
今後段階的に対象範囲を広げていくものとする。

令和３年度
の対応



１－２ 相談機能（予防対応）

予防対応

項目 内容 備考

事業内容 障害者、またはその家族の高齢化による未来の不安や、何らかの理由によ
る突然の介護者不在発生等に不安がある方、またはその家族に、事前に出
来る備えについて周知啓発をする。

対象者 焼津市内に住所を有する障害者

対応内容 ・リーフレット配布
保護者が不在となった場合（親亡き後）のために備えておきたいことや、
準備しておきたいこと、相談先等をまとめたリーフレットを配布する。
※医療・健康、日常生活、金銭管理、住まいに関する基本的な備えに関す
る啓発リーフレット。

配布方法 【サービス利用者】
日中事業所の個別支援計画更新面談、サービス等利用計画更新時面談等の
際に、面談者が説明を行い配布する。
【サービスを利用していない方】
基幹相談支援センター、委託相談、当事者団体等を介して配布する。

一斉配布ではなく、段階的に利用サービスや対象
者拡充していく。

令和３年度
の対応



２ 緊急時の受入れ・対応機能
項目 内容 根拠

緊急時の定義 保護者が不在（急逝、または急病等）により、本人の介護（世話）ができない場合で、
利用開始日の２日前（前々日）～当日に連絡があった利用者

緊急短期入所受け
入れ加算の考え方

緊急で対応する期間 原則７日間 緊急短期入所受け
入れ加算の考え方

初期相談窓口 ■ 計画作成の相談支援専門員が担当にいる場合
１ 相談支援事業所が営業時間内

担当する相談支援事業所が窓口

２ 相談支援事業所が営業時間外（特定事業所ⅠからⅢである場合）
「１」と同様に対応

３ 相談支援事業所が営業時間外（特定事業所Ⅳ及び特定事業所でない場合）
営業時間外につき初動は基幹相談支援センターにて対応

■ 計画・委託の相談支援専門員が担当にいない場合
基幹相談支援センターに連絡。基幹相談支援センターにて緊急受け入れ先を調整

緊急受け入れ先 【市内短期入所事業所】
大井川寮、あおい荘、高麓、福聚荘、レモン

[医療的ケアが必要な障害者等]

西焼津看護多機能ホーム「池ちゃん家」（状況に応じて）

令和４年１月19日 焼津市、受け入れ事業所とで
の協定締結

令和３年度
の対応



３ 体験の機会・場機能

体験ハウスの設置

項目 内容 備考

事業内容 地域移行等で、宿泊体験が必要な方を対象とし、体験利用を行う。
１日単位での利用が可能。

実施施設 シェアハウス ワンハート
グループホーム 樹羅
※空床時利用可能

体験利用促進

項目 内容 備考

事業内容 日中活動や短期入所

実施施設 シェアハウス ワンハート
グループホーム 樹羅
空床時利用可能


